
令和２年４月１６日（木）

北陸地方整備局

富山河川国道事務所

第１回 国道４１号片掛地区
法面崩落対策検討委員会（仮称）
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１．被災概要



■位置図

１．被災概要
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連続雨量120mm
落石，雪崩など

事前通行規制区間
延長1.6km

猪谷橋 片掛橋

被災箇所

■平面図

■広域位置図

富山市片掛地区

被災箇所

■片掛地区周辺の地質図

○基盤岩は飛騨新期深成岩類に属する花崗岩類。
○これを被覆して新生代第四紀の段丘堆積物が分布。



【被災状況】

至富山市街

至高山市
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R2.1.30 被災前 R2.4.10 被災後

１．被災概要

路肩空洞状況
法面崩落の状況
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【現況の計測状況(2020.4.14現在)】

○伸縮計No.1～No.3(以上、既設),No.8～No.10,No.13,No.14(以上、新設)

〇傾斜計K-1,K-2による監視

〇垂直伸縮計No.11,No.12(以上、新設)による監視

○パイプ歪計H30-S1及びH30-S3(以上、既設),R2-BV1及びR2-BV2 (以上、新設)による監視

○雨量計による監視

■現況監視体制

安全管理基準値

○伸縮計

No.1～No.３,No.8～No.14

2mm/時間 回転灯点灯（黄色）

4mm/時間 回転灯点灯（赤色）

伸縮計、傾斜計、パイプ歪計
⇒大きな変状は認められない

4/10以降の雨量
⇒時間最大5.5mm/h
⇒総雨量33.0mm

１．被災概要

H30-S3

H30-S1



２．応急復旧の状況
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【応急組立橋による交通確保】

２．応急復旧の方法

■応急組立橋の概要



３．今後の進め方
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３．今後の進め方

■委員会での検討内容（案）

第１回 ・被災状況と応急復旧、今後の進め方

第２回以降 ・崩落箇所の法面対策方法

・工事中の新橋の対応方針


